
【症例】42歳女性

【主訴】口腔内疼痛

【現病歴】
201X-3年8月頃より有痛性口腔内水疱が出現し、複数の医療機関受診も確定診断が得られず、
免疫抑制薬外用、エトチレナート内服に治療抵抗性があった。201X-1年8月に前縦隔腫瘍と低
ガンマグロブリン血症を指摘され、9月に胸腔鏡下胸腺摘出を施行も口腔内症状の改善を認めな
かった。病理組織診断結果が胸腺腫で、B細胞欠損を認めたことからGood症候群と診断し、また
口腔内生検結果から粘膜類天疱瘡、口腔内扁平苔癬の合併と診断した。ステロイド投与に先行し
て免疫グロブリン静注療法を行ったところ、速やかに口腔内病変は軽快し、同治療の継続にて症
状の再燃を認めていない。

【考察】
Good症候群に扁平苔癬などの皮膚疾患を含む自己免疫性疾患を合併した報告が少数ある。原発
性免疫不全症の一つであるGood症候群に合併した自己免疫性疾患に対してステロイドを含む免
疫抑制剤を使用する際には、日和見感染について十分に注意する必要があり、免疫抑制を来さな
い免疫ガンマグロブリン療法を先行させることも有効かつ安全な治療選択肢であると考えられた。

【利益相反】開示すべき事項なし
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